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株式会社横江ファーム（草津市北山田町）

　代表取締役社長 横江 秀美さん

〇横江ファームってどんなところ？
　草津市北山田町にある「横江ファーム」は、コマツナ、
ミズナ、ハクサイ菜、ホウレン草などの軟弱野菜を中
心に、ニンジンやメロンも栽培されており、作付面積は、
ビニールハウス約４ha と露地約５ha の合計約９ha で
す。
　計画栽培・計画出荷で栽培および出荷量を一元管理
され、高品質な野菜を継続して安定的に提供されてい
ます。平成 30年には、県内で初めて野菜部門の国際認
証グローバルGAPを取得されました。
　『地産地消』『計画栽培・計画出荷』『安心・安全』を

モットーに、滋賀県から日本全国、さらにはその先を
見据えて経営されています。

〇農福連携のきっかけや取組の概要
　同じ草津市北山田町の農業者の方が、福祉事業所の
方々と仕事をされているのを、横江社長が御覧になっ

たのが農福連携を始めたきっかけだそうです。「農福連
携ができるんだ」と知った横江社長は、県と市に相談
され、福祉事業所の紹介を受けて、取組を始められま
した。現在、市内の３つの福祉事業所に仕事を依頼さ
れています。初めは除草や掃除などを依頼されていま
したが、現在は、コマツナ等の残さ（野菜くず）を肥
料化するための処理作業を、年間を通して依頼されて
います。
　横江ファームでは、残さを処理機にかけて細断して
水分を絞り、たい肥と混ぜて肥料として活用されてい
ます。この工程の内、福祉事業所へ依頼されている作
業の具体的な手順は、①残さを処理機に入れる、②処理
機にかけた残さをカゴに集める、③トラックに載せる、
④使ったカゴを片付ける、という流れです。取材時に
作業をされていた皆さんは、役割を分担し、各作業工
程をお一人で担当されていました。
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残さを処理機に入れる作業

処理機に入れた残さをトラックに載せる作業
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県内の農福連携の取組を
動画でご覧いただけます！！

滋賀の農福 検索

DATA
【組織名】　　株式会社横江ファーム

【所在地】         草津市北山田 2254-4

【連絡先】         TEL：077-535-5510

【    HP    】　     http://www.yokoe-farm.co.jp

〇農福連携に取り組んでよかったこと
　横江社長は「以前は、近くに障害を持たれている方
がいらっしゃっても、自分からお話に行くことはあ
りませんでしたが、仕事でお話しする機会ができ、自
分から関わることができるようになりました。障害
を持たれている方々に働いていただく場所を提供す
ることで、お役に立てているのかなと感じています。
こういった取組を、周りにも広めていきたいと思っ
ています。」とおっしゃっていました。

　今回取材させていただいたワークパートナーきら
ら（就労継続支援 B型）の生活支援員の方は、「利用者
の方は、日々、福祉事業所で、少しでも世の中の役に
立ちたいと作業に励んでおられます。横江ファーム
での仕事は、より社会に近い場所での仕事であり、利
用者の方々にとって自分の仕事が社会と繋がってい
ると実感できる場所です。ここでの作業を始めてか
ら利用者の方に変化が見られ、指示を待たずに『私は
次これをするから！』と申し出られたときは感動し
ました。任されている仕事にやりがいを感じ、『横江
ファームに行く明日が待ち遠しい！』と、前の晩から
楽しみにされている利用者の方もいらっしゃいま
す。」とおっしゃっていました。

〇心掛けていること
　横江社長は、作業いただいている方にできるだけ声
かけをされているそうですが、中には、話しかけられ
るのが苦手な方もいらっしゃるので、その方にはあい
さつ以外は話しかけないようにするなど、一人一人の
特性に合わせた接し方を心掛けておられます。

〇今後の農福連携について
　「現在は福祉事業所への作業委託のみですが、今後は
障害を持たれている方の直接雇用も視野に入れていま
す。その一歩として、今年度は、養護学校に通う高校生
のインターンシップの受け入れも行っています。」と、
横江社長は力強く語ってくださいました。

○農福連携を検討されている方へ
　～横江社長からのメッセージ～
　農福連携と聞くと難しく考えがちですが、何も難し
いことはありません。作業いただくのに簡単なマニュ
アルは作りましたが、福祉事業所の職員の方も一緒に
作業に来てくださるので、決して難しいことではない
と感じています。
　まずは、一度チャレンジしてみてください。できると
思います。
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